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雨
や
霙
の
降
る
大
変
寒
い
一
日
で
し
た
が 

 

十
八
日
（
日
）
に
、
生
見
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
正
門 

 

に
門
松
を
設
置
し
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
二 

 

学
期
も
残
す
と
こ
ろ
一
週
間
で
す
。
そ
れ
で 

 

は
、
学
校
行
事
で
二
学
期
を
振
り
返
っ
て
み 

 

ま
す
。 

 

【
エ
ア
ロ
ビ
体
操
教
室
】 

 
 

高
岡
先
生
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
お
家 

 

で
で
き
る
か
ら
だ
ほ
ぐ
し
運
動
と
し
て
エ
ア 

 

ロ
ビ
ク
ス
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

【
秋
季
運
動
会
】 

 
 

今
年
度
も
午
前
中
開
催
と
な
り
ま
し
た
が 

 

地
域
種
目
を
四
種
目
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で 

 

き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
児
童
一
緒
の 

 

お
た
踊
り
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た 

 

【
集
団
宿
泊
学
習
】 

 
 

一
倉
小
学
校
の
児
童
と
少
年
自
然
の
家
で 

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ 

 

ヤ
ー
な
ど
、
一
泊
二
日
の
活
動
を
し
ま
し
た
。 

 

【
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
出
前
授
業
】 

 
 

鹿
児
島
大
学
の
先
生
や
学
生
な
ど
か
ら
、 

 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
や
楽
し
さ
を
学
び 

 

ま
し
た
。 

 

【
学
習
発
表
会
】 

 
 

参
観
者
の
制
限
を
緩
和
し
、
日
頃
の
学
習 

 

の
成
果
を
家
族
や
来
賓
の
前
で
発
表
し
ま
し 

 

た
。 

 
 

 

体
験
に
よ
る
生
活
の
中
で
の
学
び
を
大
切
に 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校 

長 
 

勝 

本 

祥 

治 

 

  

【
鹿
児
島
市
小
学
校
音
楽
会
】 

 
 

川
商
ホ
ー
ル
で
、
三
年
ぶ
り
に
合
唱
や
合 

 
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。 

  
【
ふ
れ
て
み
よ
う
！
か
ご
ん
ま
弁
】 

  
 

か
ご
ん
ま
弁
劇
団
「
げ
た
ん
は
」
の
皆
さ 

 

ん
か
ら
「
か
ご
ん
ま
弁
」
の
面
白
さ
や
素
晴 

 

ら
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

 
 

二
学
期
も
子
供
た
ち
に
と
っ
て
価
値
あ
る 

 

体
験
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た 

 

こ
れ
ら
が
子
供
の
社
会
性
や
豊
か
な
人
間
性 

 

を
育
む
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
体
験
活
動
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い 

 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
一
年
の
皆
様
の 

 

学
校
運
営
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協
力
に
心 

 

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
子
供
た
ち
の
楽
し
み
に
し
て
い
る

冬
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。
冬
休
み
は
、
年 

末
・
年
始
の
行
事
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が 

様
々
な
こ
と
を
体
験
で
き
る
と
き
で
す
。
ま 

た
、
伝
統
行
事
や
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
多 

い
の
も
冬
休
み
で
す
。
初
詣
や
お
せ
ち
料
理
、 

書
き
初
め
、
独
楽
回
し
や
羽
子
板
な
ど
の
お 

正
月
遊
び
等
を
こ
の
機
会
に
子
ど
も
た
ち
に 

体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
生
活
の
中
で
の
学 

び
を
大
切
に
し
た
冬
休
み
に
し
て
ほ
し
い
な 

あ
と
思
い
ま
す
。 
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１１月２７日(日)に，生見小学校体育館にて学習発表会が盛大 
に行われました。入場制限，感染対策を行った中で，子どもたち 
はこれまで練習してきた成果を存分に発揮して，素晴らしい発表 
を披露してくれました。 
 それぞれの学級の発表では，1 年生は，入学してからできるよ 
うになったことを，教科ごとに授業形式で発表しました。2年生 
は，国語で学習した「お手紙」とかけ算九九の暗唱を朗読劇で発 
表してくれました。３・４年生は，合奏を 3曲と朗読と合唱を合
わせた発表をし，最後を飾る 6年生は，高学年らしい堂々とした
音楽演奏と６年間のありがとうの気持ちを両親にむけてスピーチ
しました。 
 そして，全校児童で取り組んだ合唱と合奏は，元気のあるきれ
いな歌声と多学年で演奏するよさを生かした合奏にとても感動さ
せられました。この発表を，来年こそはもっと多くの地域の方々
にも披露できたらいいなと思うことでした。 
 また，今年度は児童，職員，参観者全員で参加するリズム遊び 
や地域の方の鹿児島の文化である竹笛「天吹(てんぷく)」の紹介， 
職員合奏など例年とは，また一味違った発表会となり盛り上がり 
ました。 

【1月の主な行事予定】 

 １日(土) 年賀式 

１０日(火) 始業式，身体計測・視力測定 

１２日(木) 移動図書館，中学校入学説明会(６年) 

１８日(水) クラブ活動 

２０日(金) 授業参観(３･４年生半成人式)，学校保健委員会， 

全体 PTA 

２３日(月) 学校給食週間（～２７日まで） 

1年生活劇「1年生 毎日楽しいよ」 

６年メッセージ「6年間のありがとう」 

今
月
の
一
句 

 

へ
そ
ま
が
り 

ゴ
ー
ン
と
さ
よ
な
ら 

 
 
 
 

除
夜
の
鐘 

 
 
 
 
 

米
倉 

史
華 

２年朗読劇「お手紙」 

３・４年歌・合奏「song for you ♫」 

。 

。 

、 、 



 

3 年ぶりに開催された鹿児島市小学校音楽会。全校児童でバスに乗り，川商ホールに向かいました。大きなホールで

歌い，演奏する経験は鹿児島市の児童誰しもができる経験ではありません。それを全校児童が経験できる。しかも毎年

（開催されればの話ですが）。これは，小規模校のよさでもあります。 

 会場についた子どもたちは，大きな舞台で発表することや多くの学校が参加している雰囲気からか少し落ち着きませ

んでしたが，会が始まると徐々に落ち着きを取り戻した様子でした。他校の発表にも多くの刺激を受けたのでしょう。

みんな素晴らしい鑑賞態度で聴いていました。 

そして本番。「ふるさと」を２２人の響きのある澄んだ歌声で立派に歌い上げ，「スーパーカリフラジリスティック 

エクスピアドーシャス」を丁寧に演奏することができました。子どもたちの堂々とした立派な発表に，とても感動しま

した。講評の先生からもお褒めの言葉をいただきました。この経験は，子どもたちにとって大きな自信になったと思い

ます。 

 

 

９日(金)は，なわとび大会を実施しました。保護者の方もたくさ
ん応援に来てくださいました。 
 まずは，全員で持久跳びに挑戦しました。低学年１分，中学年２
分，高学年３分を目標に縄に引っかかることなく跳び続けられるよ
うに頑張りました。目標を達成できた児童が多くいました。 
 次に，自分で決めた跳び方で時間内に何回連続で跳び続けること
ができるか挑戦しました。それぞれが目標回数を決めて挑戦し，制
限時間内精一杯挑戦していました。 
 最後に，縦割り班で長縄全員一斉跳びに挑戦しました。1年生か
ら 6年生までの異学年の集団で息を合わせて一斉に跳ぶので，とに
かくチームワークが大切な競技でした。 
 みんな自分の目標に向かって精一杯頑張る姿を見せることができ
ました。縄跳びは，極めようと思えば，跳び方，回数，時間などい
ろいろな挑戦ができる運動です。もっともっと上の目標を定めて磨
きをかけていってほしいと思います。そして，来年はまたより進化
した技能でなわとび大会を迎えてほしいと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 日(水)にかごんま弁劇団「げたんは」の皆さんに今年

度も鹿児島弁講座を開いていただきました。 

 子どもたちにとってあまり馴染みがなくなってきている

「かごんま弁」の面白さや素晴らしさを劇やクイズ，お話

をとおして分かりやすく教えてもらいました。 

 劇団の方の面白い演技に，子どもたちは今回も引き込ま

れていき，いろいろな鹿児島弁を覚えていました。方言

は，その土地その土地の大切な文化の一つなので，みんな

で継承していってほしいなあと思います。 

 


